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(57)【要約】
【課題】動画から所望の区間の動画を適切に抽出するこ
とができる情報処理装置を提供する。
【解決手段】情報処理装置は、時系列に続く複数の画像
のうち、第１の特徴が検出された画像が時系列に続く第
１区間を検出する画像区間検出部と、複数の画像に時系
列に対応付けられた音のうち、第２の特徴が検出された
音が時系列に続く第２区間を検出する音区間検出部と、
第１区間と第２区間とに基づいて、複数の画像および音
から抽出する第３区間を決定する抽出区間決定部と、を
備える。
【選択図】図２



(2) JP 2013-183280 A 2013.9.12

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時系列に続く複数の画像のうち、第１の特徴が検出された画像が時系列に続く第１区間
を検出する画像区間検出部と、
　前記複数の画像に時系列に対応付けられた音のうち、第２の特徴が検出された音が時系
列に続く第２区間を検出する音区間検出部と、
　前記第１区間と前記第２区間とに基づいて、前記複数の画像および前記音から抽出する
第３区間を決定する抽出区間決定部と、
　を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記抽出区間決定部は、
　前記第１区間の画像および前記第２区間の音の何れも途切れないような区間を、前記第
３区間として決定する。
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記抽出区間決定部は、
　前記第１区間、および時間軸上において前記第１区間に少なくとも一部が重なる前記第
２区間のそれぞれ全ての区間を合わせた区間を、前記第３区間として決定する
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記複数の画像から、前記第１の特徴として人物の画像を検出する人物検出部と、
　前記音から、前記第２の特徴として人物の音声を検出する音声検出部と、
　を備えることを特徴とする請求項１から３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記人物検出部により検出された人物の画像から人物の特徴を示す情報を抽出するとと
もに、抽出した前記人物の特徴を示す情報に基づいて、前記検出された人物の画像が示す
人物が何れの人物であるかを特定する人物特定部、
　を備え、
　前記画像区間検出部は、
　前記人物特定部が特定した結果に基づいて、同一の人物が検出された画像が時系列に続
く区間を、前記第１区間として検出する
　ことを特徴とする請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記音声検出部により検出された音声から音声の特徴を示す情報を抽出するとともに、
抽出した前記音声の特徴を示す情報に基づいて、前記検出された音声の話者である人物が
何れの人物であるかを特定する話者特定部、
　を備え、
　前記音区間検出部は、
　前記話者特定部が特定した結果に基づいて、同一の人物の音声が検出された音が時系列
に続く区間を、前記第２区間として検出する
　ことを特徴とする請求項４または５に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記第１区間において検出された人物と、前記第２区間において検出された音声の話者
である人物とが一致するか否かを判定する判定部、
　を備え、
　前記抽出区間決定部は、
　前記判定部により、前記一致すると判定された場合、
　前記第１区間と前記第２区間とに基づいて、前記複数の画像および前記音から抽出する
前記第３区間を決定する
　ことを特徴とする請求項４から６の何れか一項に記載の情報処理装置。
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【請求項８】
　複数の人物それぞれが互いに関係があるか否かを示す情報である人物関係情報が記憶部
に記憶されており、
　前記判定部は、
　前記人物関係情報に基づいて、前記第１区間において検出された人物と、前記第２区間
において検出された音声の話者である人物とが前記互いに関係があるか否かを判定し、
　前記抽出区間決定部は、
　前記判定部により、前記互いに関係があると判定された場合、
　前記第１区間と前記第２区間とに基づいて、前記複数の画像および前記音から抽出する
前記第３区間を決定する
　ことを特徴とする請求項７に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記画像区間検出部は、
　前記人物関係情報に基づいて、前記互いに関係がある人物が検出された画像が時系列に
続く区間を、前記第１区間として検出する
　ことを特徴とする請求項８に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記音区間検出部は、
　前記人物関係情報に基づいて、前記互いに関係がある人物の音声が検出された音が時系
列に続く区間を、前記第２区間として検出する
　ことを特徴とする請求項８または９に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記第３区間の画像および音を抽出する抽出部と、
　前記抽出部により抽出された前記第３区間の画像および音を再生する再生部と、
　を備え、
　前記再生部は、
　複数の前記第３区間の画像および音を、それぞれ時系列の順に従って続けて再生する
　ことを特徴とする請求項１から１０の何れか一項に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記再生部は、
　複数の前記第３区間のうちの第１の第３区間、および時系列の順に従った前記第１の第
３区間の次の第２の第３区間を続けて再生する場合、前記第１の第３区間内における最後
の所定の区間と、前記第２の第３区間内における最初の所定の区間とを重ねて再生する
　ことを特徴とする請求項１１に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　請求項１から１２の何れか一項に記載の情報処理装置、
　を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項１４】
　コンピュータに、
　時系列に続く複数の画像のうち、第１の特徴が検出された画像が時系列に続く第１区間
を検出する画像区間検出ステップと、
　前記複数の画像に時系列に対応付けられた音のうち、第２の特徴が検出された音が時系
列に続く第２区間を検出する音区間検出ステップと、
　前記第１区間と前記第２区間とに基づいて、前記複数の画像および前記音から抽出する
第３区間を決定する抽出区間決定ステップと、
　を実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置、撮像装置、及びプログラムに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　動画の画像から人物を検出し、検出した人物又はその人物と関係のある人物が記録され
ている区間の動画を抽出して再生（動画ダイジェスト再生）する情報処理装置がある。（
例えば、特許文献１参照）。上述のような情報処理装置によれば、長時間の動画あるいは
複数の動画から、例えばユーザに指定された人物又はその人物と関係のある人物が画像に
記録されている区間の動画のみを、再生するための動画として抽出することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－８２９１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に示す処理装置にあっては、動画に含まれている音声には考
慮されていないため、所望の画像が記録されている区間の動画を抽出した際に音声が会話
の途中で途切れてしまう場合があるという問題があった。
【０００５】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、その目的は、動画から所望の区間
の動画を適切に抽出することができる情報処理装置、撮像装置、及びプログラムを提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明は上述した課題を解決するためになされたもので、本発明は、時系列に続く複
数の画像のうち、第１の特徴が検出された画像が時系列に続く第１区間を検出する画像区
間検出部と、前記複数の画像に時系列に対応付けられた音のうち、第２の特徴が検出され
た音が時系列に続く第２区間を検出する音区間検出部と、前記第１区間と前記第２区間と
に基づいて、前記複数の画像および前記音から抽出する第３区間を決定する抽出区間決定
部と、を備えることを特徴とする情報処理装置である。
【０００７】
　また、本発明は、コンピュータに、時系列に続く複数の画像のうち、第１の特徴が検出
された画像が時系列に続く第１区間を検出する画像区間検出ステップと、前記複数の画像
に時系列に対応付けられた音のうち、第２の特徴が検出された音が時系列に続く第２区間
を検出する音区間検出ステップと、前記第１区間と前記第２区間とに基づいて、前記複数
の画像および前記音から抽出する第３区間を決定する抽出区間決定ステップと、を実行さ
せるためのプログラムである。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明によれば、動画から所望の区間の動画を適切に抽出することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１実施形態による情報処理装置の概要を説明する図である。
【図２】第１実施形態による情報処理装置の構成の一例を示す概略ブロック図である。
【図３】情報処理装置における抽出処理の一例を示すフローチャートである。
【図４】第１区間、第２区間、及び第３区間の時間軸上の関係の第１例を表した図である
。
【図５】第１区間、第２区間、及び第３区間の時間軸上の関係の第２例を表した図である
。
【図６】第１区間、第２区間、及び第３区間の時間軸上の関係の第３例を表した図である
。
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【図７】第１区間、第２区間、及び第３区間の時間軸上の関係の第４例を表した図である
。
【図８】情報処理装置における抽出処理の別の一例を示すフローチャートである。
【図９】第１区間、第２区間、及び第３区間の時間軸上の関係の第５例を表した図である
。
【図１０】第１区間、第２区間、及び第３区間の時間軸上の関係の第６例を表した図であ
る。
【図１１】情報処理装置における連結処理の第１例を説明する図である。
【図１２】情報処理装置における連結処理の第２例を説明する図である。
【図１３】第２実施形態による撮像装置の構成の一例を示す概略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して、本発明の実施の形態について説明する。
＜第１実施形態＞
　図１は、本発明の第１実施形態による情報処理装置１００の概要を説明する図である。
図１に示す情報処理装置１００は、表示装置２００と、スピーカ３００と、記憶装置４０
０と、それぞれ接続されている。これらの接続は、有線による接続であってもよいし、無
線による接続であってもよい。なお、表示装置２００、スピーカ３００、又は記憶装置４
００は、情報処理装置１００に含まれている構成であってもよい。
【００１１】
　情報処理装置１００は、情報処理を実行する処理部１０と、処理部１０が処理を実行す
る上で用いるデータベース等が記憶されているメモリ部４と、処理を実行する上での作業
領域となるバッファメモリ部５と、を備えている。例えば、情報処理装置１００は、記憶
装置４００に記憶されている動画を読み出して、読み出した動画を画像信号と音声信号と
にデコードする。また、情報処理装置１００は、この画像信号を表示装置２００に出力す
るとともに、音声信号をスピーカ３００に出力する。すなわち、情報処理装置１００は、
記憶装置４００に記憶されている動画を再生して、表示装置２００及びスピーカ３００に
出力する。
【００１２】
　ここで、動画は、例えば、時系列に続く複数のフレーム画像（複数の画像）と、この複
数のフレーム画像に時系列に対応付けられている音とを含んで構成されている。すなわち
、このフレーム画像と音とは互いに同じフレーム周期で同期し、互いに時間軸において対
応している。
【００１３】
　なお、動画を構成するフレーム画像及び音のそれぞれは、互いに時間軸において対応づ
けが可能な互いに異なるファイルに保存されていてもよい。また、複数のフレーム画像は
、複数の静止画像を用いて構成されていてもよい。
【００１４】
　本実施形態の情報処理装置１００は、例えば、動画から特定のシーン（例えば、ユーザ
が見たいシーン）のみを抽出して再生（所謂、ダイジェスト再生）する場合に、動画から
抽出する区間を、複数のフレーム画像と音との何れの区間も適切になるように抽出する。
【００１５】
　このような処理を行う情報処理装置１００の構成について、図２を参照して、詳しく説
明する。
（情報処理装置の構成）
　図２は、第１実施形態による情報処理装置１００の構成の一例を示す概略ブロック図で
ある。この図２を参照して、本実施形態の情報処理装置１００の構成についてさらに詳し
く説明する。なお、図２において、図１の各部に対応する構成には同一の符号を付けてい
る。
【００１６】
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　情報処理装置１００は、処理部１０と、メモリ部４（記憶部）と、バッファメモリ部５
と、操作部８と、を備えている。処理部１０は、検出部２と、人物特定部３１と、話者特
定部３２と、判定部３３と、抽出区間決定部３４と、抽出部３５と、連結部３６と、再生
部３７と、表示制御部３８と、音出力制御部３９と、を備えている。
【００１７】
　まず、処理部１０の検出部２について説明する。
　検出部２は、人物検出部２１と、音声検出部２２と、画像区間検出部２３と、音区間検
出部２４とを備えており、動画うちの、人物が記録されている区間、又は音声が記録され
ている区間を検出する。
【００１８】
　人物検出部２１は、複数のフレーム画像それぞれから、人物の画像（第１の特徴）を検
出する。例えば、人物検出部２１は、フレーム画像から人物の顔の画像を検出することに
より、複数のフレーム画像それぞれに人物の画像が含まれているか否か（人物が記録され
ているか否か）を検出する。
【００１９】
　音声検出部２２は、音から人物の音声（第２の特長）を検出する。すなわち、音声検出
部２２は、動画に含まれているフレーム画像に対応付けられた音から人物の音声を検出す
る。例えば、音声検出部２２は、フレーム画像のフレーム単位、又は予め設定されたフレ
ーム数単位において、音信号の振幅（大きさ）と周波数成分に基づいて、それぞれのフレ
ームに対応した音に人物の音声が含まれているか否かを検出する。
【００２０】
　画像区間検出部２３は、複数のフレーム画像のうち、所定の特徴（第１の特徴）が検出
されたフレーム画像が時系列に続く区間（以下、第１区間）を検出する。例えば、画像区
間検出部２３は、人物検出部２１により人物の画像が検出されたフレーム画像が時系列に
続く第１区間を検出する。なお、画像区間検出部２３は、わずかな区間（少ないフレーム
数）において人物の画像が検出されなかったとしても、その前後の区間において人物の画
像が継続して検出されていれば、その人物の画像が検出されなかった区間も人物が継続し
て検出されていた区間としてみなしてもよい。
【００２１】
　例えば、画像区間検出部２３は、人物検出部２１により人物の画像が検出されないフレ
ーム画像が時系列に続く区間が、予め定められた第１のフレーム数以下であるか否かに基
づいて、人物検出部２１により人物の画像が検出されたフレーム画像が時系列に続く区間
であるか否かを判定する。ここで、第１のフレーム数とは、人物の画像が継続して検出さ
れている区間であるか否か（人物の画像が検出されている第１区間が継続しているか否か
）を判定するために予め定められたフレーム数である。
【００２２】
　例えば、人物の画像が検出されないフレーム画像が時系列に続く区間が上述の第１のフ
レーム数以下である場合、画像区間検出部２３は、人物の画像が検出されたフレーム画像
が時系列に続く区間である（人物が検出されている第１区間が継続している）と判定する
。一方、人物の画像が検出されないフレーム画像が時系列に続く区間が上述の第１のフレ
ーム数を超えた場合、画像区間検出部２３は、人物の画像が検出されたフレーム画像が時
系列に続く区間（人物が検出されている第１区間）が終了したと判定する。すなわち、画
像区間検出部２３は、人物の画像が検出されない区間が第１のフレーム数以下の短い区間
である場合、第１区間が継続していると判定し、人物の画像が検出されない区間が第１の
フレーム数を超えて長い区間となった場合、第１区間が終了したと判定する。
【００２３】
　なお、画像区間検出部２３は、単に人物の画像が検出されたフレーム画像が時系列に続
く区間を第１区間として検出してもよいが、同一の人物の画像が検出された画像が時系列
に続く区間を、第１区間として検出してもよい。例えば、画像区間検出部２３は、検出さ
れた人物の画像が何れの人物の画像であるかを人物特定部３１が特定した結果に基づいて
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、同一の人物の画像が検出された画像が時系列に続く区間を、第１区間として検出しても
よい。
【００２４】
　また、画像区間検出部２３は、互いに関係がある人物の画像が検出されたフレーム画像
が時系列に続く区間を、第１区間として検出してもよい。例えば、画像区間検出部２３は
、検出された人物の画像が何れの人物であるかを人物特定部３１が特定した結果と、後述
する、複数の人物それぞれが互いに関係があるか否かを示す情報である人物関係情報が登
録されている人物関係情報データベース４３と、に基づいて、互いに関係がある人物の画
像が検出されたフレーム画像が時系列に続く区間を、第１区間として検出してもよい。
【００２５】
　音区間検出部２４は、動画に含まれる音のうち所定の特徴（第２の特徴）が検出された
音が時系列に続く区間（以下、第２区間）を検出する。例えば、音区間検出部２４は、音
声検出部２２により検出された人物の音声が時系列に続く第２区間を検出する。なお、音
区間検出部２４は、わずかな区間（少ないフレーム数）において人物の音声が検出されな
かったとしても、その前後の区間において人物が継続して検出されていれば、その人物の
音声が検出されなかった区間も人物の音声が継続して検出されていた区間とみなして第２
区間を検出してもよい。
【００２６】
　例えば、音区間検出部２４は、音声検出部２２により人物の音声が検出されない音が時
系列に続く区間が、予め定められた第２のフレーム数以下であるか否かに基づいて、音声
検出部２２により人物の音声が検出された音が時系列に続く区間であるか否かを判定する
。ここで、第２のフレーム数とは、人物の音声が継続して検出されているか否か（人物の
音声が検出されている第２区間が継続しているか否か）を判定するために予め定められた
フレーム数である。
【００２７】
　例えば、音声検出部２２により人物の音声が検出されない音が時系列に続く区間が上述
の第２のフレーム数以下である場合、音区間検出部２４は、人物の音声が検出された音が
時系列に続く区間である（人物の音声が検出されている第２区間が継続している）と判定
する。一方、人物の音声が検出されない音が時系列に続く区間が上述の第２のフレーム数
を超えた場合、音区間検出部２４は、人物の音声が検出された音が時系列に続く区間（人
物の音声が検出されている第２区間）が終了したと判定する。すなわち、音区間検出部２
４は、人物の音声が検出されない区間が第２のフレーム数以下の短い区間である場合、第
２区間が継続していると判定し、人物の音声が検出されない区間が第２のフレーム数を超
えて長い区間となった場合、第２区間が終了したと判定する。
【００２８】
　なお、音区間検出部２４は、単に人物の音声が時系列に続く区間を第２区間として検出
してもよいが、同一の人物の音声が検出された画像が時系列に続く区間を、第２区間とし
て検出してもよい。例えば、音区間検出部２４は、検出された人物の音声の話者が何れの
人物であるかを話者特定部３２が特定した結果に基づいて、同一の人物の音声が検出され
た音が時系列に続く区間を、第２区間として検出してもよい。
【００２９】
　また、音区間検出部２４は、互いに関係がある人物の音声が検出された画像が時系列に
続く区間を、第２区間として検出してもよい。例えば、音区間検出部２４は、検出された
人物の音声の話者が何れの人物であるかを話者特定部３２が特定した結果と、人物関係情
報が登録されている人物関係情報データベース４３と、に基づいて、互いに関係がある人
物の音声が検出された画像が時系列に続く区間を、第２区間として検出してもよい。
【００３０】
　次に、処理部１０の検出部２以外の各部について説明する。
【００３１】
　人物特定部３１は、人物検出部２１により検出された人物の画像から、人物の特徴を示
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す情報を抽出するとともに、抽出した人物の特徴を示す情報に基づいて、検出された人物
の画像が示す人物が何れの人物であるかを特定する。例えば、メモリ部４には、複数の人
物の特徴を示す情報が登録されている人物特徴情報データベース４１が記憶されている。
そして、人物特定部３１は、抽出した人物の特徴を示す情報と人物特徴情報データベース
４１に登録されている複数の人物の特徴を示す情報とに基づいて、検出された人物の画像
が示す人物が、人物特徴情報データベース４１に登録されている複数の人物のうちの何れ
の人物であるかを特定する。
【００３２】
　話者特定部３２は、音声検出部２２により検出された人物の音声から音声の特徴を示す
情報を抽出するとともに、抽出した音声の特徴を示す情報に基づいて、検出された音声の
話者である人物を特定する。例えば、メモリ部４には、複数の人物の音声の特徴を示す情
報が登録されている音声特徴情報データベース４２が記憶されている。そして、話者特定
部３２は、抽出した人物の音声の特徴を示す情報と音声特徴情報データベースに登録され
ている複数の人物の音声の特徴を示す情報とに基づいて、検出された音声の話者である人
物が、音声特徴情報データベース４２に登録されている複数の人物の音声うちの何れの人
物であるかを特定する。
【００３３】
　判定部３３は、人物特定部３１により第１区間において特定された人物と、話者特定部
３２により第２区間において特定された音声の話者である人物とが一致するか否かを判定
する。例えば、判定部３３は、第１区間において特定された人物の固有の識別情報と、第
２区間において特定された音声の話者である人物の固有の識別情報とが一致するか否かを
判定する。なお、この人物の固有の識別情報は、人物特徴情報データベース４１、音声特
徴情報データベース４２、及び人物関係情報データベース４３で人物を識別する情報とし
て用いられている情報であり、後述する。
【００３４】
　また、判定部３３は、人物特定部３１により第１区間において特定された人物と、話者
特定部３２により第２区間において特定された音声の話者である人物とが互いに関係があ
るか否かを判定する。例えば、メモリ部４には、複数の人物それぞれが互いに関係がある
か否かを示す情報である人物関係情報データベース４３が記憶されている。そして、判定
部３３は、人物特定部３１の特定結果、話者特定部３２の特定結果、及び人物関係情報デ
ータベースに基づいて、第１区間において特定された人物と、第２区間において特定され
た音声の話者である人物とが互いに関係があるか否かを判定する。
【００３５】
　抽出区間決定部３４は、上述した第１区間と第２区間とに基づいて、動画から抽出する
区間（以下、第３区間）を決定する。例えば、抽出区間決定部３４は、第１区間の画像及
び第２区間の音の何れも途切れないような区間を、動画から抽出する第３区間として決定
する。すなわち、抽出区間決定部３４は、複数のフレーム画像及びこの複数のフレーム画
像に時系列に対応付けられた音から抽出する第３区間を、上述した第１区間と第２区間と
に基づいて、第１区間及び第２区間の何れの区間も途切れないような区間に決定する。
【００３６】
　例えば、ユーザに指定された人物のフレーム画像が続く第１区間の動画を抽出する場合
、抽出区間決定部３４は、第１区間、及び時間軸上において第１区間に少なくとも一部が
重なる第２区間のそれぞれ全ての区間を合わせた区間を、抽出する第３区間として決定す
る。また、ユーザに指定された人物の音声が続く第２区間の動画を抽出する場合、抽出区
間決定部３４は、第２区間、及び時間軸上において第２区間に少なくとも一部が重なる第
１区間のそれぞれ全ての区間を合わせた区間を、抽出する第３区間として決定する。
【００３７】
　すなわち、抽出区間決定部３４は、人物の画像が含まれるフレーム画像が続く第１区間
を基準に動画を抽出する際に、人物の音声が含まれる音が途切れないように第２区間も考
慮して（合わせて）抽出する第３区間を決定する。一方、抽出部３５は、人物の音声が含
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まれる音が続く第２区間を基準に動画を抽出する際に、人物の画像が含まれるフレーム画
像が途切れないように第１区間も考慮して（合わせて）抽出する第３区間を決定する。こ
のような抽出区間の決定処理について、詳しくは後述する。
【００３８】
　抽出部３５は、動画から第３区間のフレーム画像及び音を抽出する。例えば、抽出部３
５は、動画から、１つの第３区間または複数の第３区間のフレーム画像及び音を抽出する
。なお、抽出部３５は、複数の動画それそれから、１つの第３区間または複数の第３区間
のフレーム画像及び音を抽出してもよい。
【００３９】
　連結部３６は、抽出部３５により抽出された複数の第３区間のフレーム画像及び音を、
それぞれ時系列の順に従って連結する。例えば、連結部３６は、複数の第３区間のフレー
ム画像及び音を、それぞれ時系列の順に従って連結し、連結した動画を生成する。
【００４０】
　再生部３７は、抽出部３５により抽出された第３区間のフレーム画像及び音を、再生す
る。具体的には、再生部３７は、抽出部３５により抽出された第３区間のフレーム画像を
時系列の順に従って画像信号に変換（デコード）して表示制御部３８に供給するとともに
、フレーム画像に時系列に対応した第３区間の音を音信号に変換（デコード）して、画像
信号と時間軸上で同期させて音出力制御部３９に供給する。
【００４１】
　また、再生部３７は、抽出部３５により抽出された複数の第３区間のフレーム画像及び
音を、それぞれ時系列の順に従って続けて再生する。なお、再生部３７は、複数の第３区
間のフレーム画像及び音を再生する場合、連結部３６により複数の第３区間のフレーム画
像及び音がそれぞれ時系列の順に従って連結された動画を再生してもよい。
【００４２】
　表示制御部３８は、再生部３７から受けた画像信号を、表示装置２００のフォーマット
に対応する信号に変換して出力する。音出力制御部３９は、再生部３７から受けた音信号
を、スピーカ３００のフォーマットに対応する信号に変換して出力する。
【００４３】
　メモリ部４は、人物特徴情報データベース４１、音声特徴情報データベース４２、及び
人物関係情報データベース４３を有している。
　人物特徴情報データベース４１には、複数の人物の特徴を示す情報が登録されている。
例えば、人物特徴情報データベース４１には、複数の人物それぞれの固有の識別情報と、
対応する人物の特徴を示す情報とが関連付けられて登録されている。この人物特徴情報デ
ータベース４１を参照することにより、前述した人物特定部３１は、検出された人物の特
徴を示す情報に基づいて、固有の識別情報を選択して人物を特定することができる。
【００４４】
　音声特徴情報データベース４２には、複数の人物の音声の特徴を示す情報が登録されて
いる。例えば、音声特徴情報データベース４２には、複数の人物それぞれの固有の識別情
報と、対応する人物の音声の特徴を示す情報とが関連付けられて登録されている。この音
声特徴情報データベース４２を参照することにより、前述した話者特定部３２は、検出さ
れた人物の音声の特徴を示す情報に基づいて、固有の識別情報を選択して話者である人物
を特定することができる。
【００４５】
　人物関係情報データベース４３には、複数の人物それぞれが互いに関係があるか否かを
示す情報である人物関係情報が登録されている。例えば、人物関係情報データベース４３
には、複数の人物それぞれの互いの関係性や親密性を示す情報が登録されている。具体的
には、人物関係情報データベース４３には、例えば、互いに関係がある複数の人物の固有
の識別情報には同一のフラグ情報が関連付けられて登録されている。なお、このフラグ情
報は、人物の固有の識別情報に対して複数種類のフラグ情報が関連付けられていてもよい
。すなわち、人物関係情報データベース４３には、複数種類の関係が登録されていてもよ
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い。なお、同一のフラグ情報に代えて、互いの親密度を示す情報としてもよい。
【００４６】
　バッファメモリ部５は、例えば、揮発性のメモリを有し、処理部１０におけるフレーム
画像や音に対する検出処理、抽出処理、または信号処理を実行する過程での作業領域とし
て利用される。
【００４７】
　操作部８は、例えば、操作釦が設けられており操作入力を検出し、検出した操作を示す
操作信号を処理部１０に供給する。なお、操作部８は、タッチ操作を検出するタッチパネ
ルを有する構成としてもよい。
【００４８】
（抽出処理の説明）
　このように構成された情報処理装置１００において、動画から抽出する第３区間を決定
する処理について具体的に説明する。情報処理装置１００は、例えば、記憶装置４００に
記憶された動画から、人物が記録されている区間、ユーザにより指定された人物が記録さ
れている区間、又はユーザにより指定された人物と関係がある人物（例えば関係性、親密
性が高い人物）が記録されている区間を抽出して連結した動画を生成する（ダイジェスト
動画を生成する）。また、情報処理装置１００は、この連結した動画を再生する（ダイジ
ェスト動画を再生する）。
【００４９】
　ここで、本実施形態の情報処理装置１００は、例えば、上述したように人物が記録され
ている区間（第１区間）を抽出する際に、人物の音声が記録されている区間（第２区間）
、フレーム画像に含まれている人物の音声が記録されている区間（第２区間）、又はフレ
ーム画像に含まれている人物と関係がある人物の音声が記録されている区間（第２区間）
、が途切れないように抽出する。
【００５０】
　具体的には、画像区間検出部２３は、人物（又はユーザに指定された人物や、その指定
された人物と関係がある人物）が検出されたフレーム画像が時系列に続く区間を第１区間
として検出する。また、音区間検出部２４は、音声検出部２２により検出された人物の音
声（又はユーザに指定された人物の音声や、その指定された人物と関係がある人物の音声
）が時系列に続く区間を第２区間として検出する。そして、抽出区間決定部３４は、第１
区間の画像及び第２区間の音の何れも途切れないような区間を、動画から抽出する第３区
間として決定する。例えば、動画から人物が記録されている第１区間を抽出する場合、抽
出区間決定部３４は、抽出する第３区間を、第１区間、及び時間軸上において第１区間に
少なくとも一部が重なる第２区間のそれぞれ全ての区間を合わせた区間に決定する。
【００５１】
　図３は、情報処理装置１００における抽出処理の一例を示すフローチャートである。こ
の図３を参照して、情報処理装置１００における抽出区間を決定して抽出する処理の動作
の一例を説明する。
【００５２】
　この図では、情報処理装置１００は、ユーザに指定された人物が記録されている第１区
間を抽出する際に、第１区間に記録されている人物（第１区間において検出された人物と
一致する人物）の音声が途切れないように抽出する。すなわち、情報処理装置１００は、
上述の第１区間と、時間軸上において第１区間に少なくとも一部が重なる区間であって、
第１区間に記録されている人物（第１区間において検出された人物と一致する人物）の音
声が記録されている区間である第２区間と、を合わせた第３区間を抽出する。
【００５３】
　まず、人物検出部２１は、動画のフレーム画像から、ユーザに指定された人物の画像を
検出する（ステップＳ１１）。また、音声検出部２２は、動画の音から人物の音声を検出
する（ステップＳ１２）。
【００５４】
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　次に、画像区間検出部２３は、人物検出部２１により人物の画像が検出されたフレーム
画像が時系列に続く第１区間を検出する。また、音区間検出部２４は、時間軸上において
第１区間に少なくとも一部が重なる区間、且つ音声検出部２２により検出された人物の音
声が時系列に続く区間である第２区間を検出する（ステップＳ１３）。
【００５５】
　続いて、人物特定部３１は、人物検出部２１により検出された人物の画像から、人物の
特徴を示す情報を抽出するとともに、抽出した人物の特徴を示す情報に基づいて、検出さ
れた人物の画像が示す人物が何れの人物であるかを特定する。また、話者特定部３２は、
音声検出部２２により検出された人物の音声から音声の特徴を示す情報を抽出するととも
に、抽出した音声の特徴を示す情報に基づいて、検出された音声の話者である人物を特定
する（ステップＳ１４）。
【００５６】
　判定部３３は、人物特定部３１により第１区間において特定された人物と、話者特定部
３２により第２区間において特定された音声の話者である人物とが一致するか否かを判定
する（ステップＳ１５）。
【００５７】
　ステップＳ１５において、第１区間において特定された人物と、第２区間において特定
された音声の話者である人物とが一致すると判定された場合、抽出区間決定部３４は、抽
出する区間を、第１区間及び第２区間のそれぞれ全ての区間を合わせた第３区間に決定す
る（抽出する区間を第１区間から第３区間に変更する、ステップＳ１６）。そして処理部
１０は、ステップＳ１８に処理を進める。
【００５８】
　一方、ステップＳ１５において、第１区間において特定された人物と、第２区間におい
て特定された音声の話者である人物とが一致しないと判定された場合、抽出区間決定部３
４は、抽出する区間を、第１区間に決定する（ステップＳ１７）。そして処理部１０は、
ステップＳ１８に処理を進める。
【００５９】
　ステップＳ１８において、抽出部３５は、抽出区間決定部３４により決定された区間の
動画を抽出する。すなわち、第１区間において特定された人物と、第２区間において特定
された音声の話者である人物とが一致すると判定された場合、抽出部３５は、第３区間（
第１区間及び第２区間を合わせた区間）のフレーム画像と音とを抽出する。また、第１区
間において特定された人物と、第２区間において特定された音声の話者である人物とが一
致しないと判定された場合、抽出部３５は、第１区間のフレーム画像と音とを抽出する。
【００６０】
　このように、抽出区間決定部３４は、人物の画像が含まれるフレーム画像が続く第１区
間と、その人物の音声が含まれる音が連続する第２区間とに基づいて、動画から抽出する
第３区間を、上述の第１区間及び第２区間のそれぞれ全ての区間を合わせた区間に決定す
る。そして、抽出部３５は、抽出区間決定部３４により決定された区間を抽出する。
【００６１】
　これにより、情報処理装置１００は、動画から、人物の画像が含まれるフレーム画像が
続く第１区間を抽出する際に、その人物の音声が含まれる第２区間が途切れないように適
切に抽出することができる。
【００６２】
（抽出区間の具体例）
　次に、図４～７を参照して、時間軸上における第１区間、第２区間、及び第３区間の時
間軸上の関係を具体的に説明する。図４～７は、第１区間、第２区間、及び第３区間の時
間軸上の関係の例を表した図であって、それぞれ、第１区間と第２区間との時間軸上の関
係が異なる例を示している。
【００６３】
　図４は、第１区間、第２区間、及び第３区間の時間軸上の関係の第１例を表した図であ
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る。この図は、抽出する人物としてユーザに指定された人物Ａの画像が含まれるフレーム
画像が連続する第１区間がフレームｆ３～ｆ８であって、この人物Ａの音声が記録されて
いる第２区間がフレームｆ２～ｆ１０であることを示している。
【００６４】
　この図に示す例において、ユーザに指定された人物Ａが記録されている第１区間を抽出
する場合、情報処理装置１００は、抽出する第３区間を、第１区間及び第２区間のそれぞ
れ全ての区間を合わせたフレームｆ２～ｆ１０の区間に決定する（抽出する区間を第１区
間から第３区間に変更する）。
【００６５】
　よって、第１区間の開始点（フレームｆ３）に対して第２区間の開始点（フレームｆ２
）の方が前であって、第１区間の終了点（フレームｆ８）に対して第２区間の終了点（フ
レームｆ１０）の方が後ろである場合、情報処理装置１００は、第１区間を抽出する際に
、第１区間及び第２区間のそれぞれ全ての区間を合わせた区間（すなわち、この例では第
２区間）である第３区間（フレームｆ２～ｆ１０）を抽出する。そのため、情報処理装置
１００は、第１区間を抽出する際に、第１区間に記録されている人物Ａの音声が途切れな
いように（すなわち第２区間が途切れないように）最短の所望の区間を抽出することがで
きる。
【００６６】
　図５は、第１区間、第２区間、及び第３区間の時間軸上の関係の第２例を表した図であ
る。この図は、抽出する人物としてユーザに指定された人物Ａの画像が含まれるフレーム
画像が連続する第１区間がフレームｆ３～ｆ８であって、この人物Ａの音声が記録されて
いる第２区間がフレームｆ４～ｆ７であることを示している。
【００６７】
　この図に示す例において、ユーザに指定された人物Ａが記録されている第１区間を抽出
する場合、情報処理装置１００は、抽出する区間を、第１区間及び第２区間のそれぞれ全
ての区間を合わせたフレームｆ３～ｆ８の第３区間に決定する（抽出する区間を第１区間
と同じ第３区間とする）。
【００６８】
　よって、第１区間の開始点（フレームｆ３）に対して第２区間の開始点（フレームｆ４
）の方が後ろであって、第１区間の終了点（フレームｆ８）に対して第２区間の終了点（
フレームｆ７）の方が前である場合、情報処理装置１００は、第１区間を抽出する際に、
第１区間及び第２区間のそれぞれ全ての区間を合わせた区間（すなわち、この例では第１
区間）である第３区間（フレームｆ３～ｆ８）を抽出する。この場合、情報処理装置１０
０は、第１区間を抽出する第３区間としても第２区間が途切れることがないため、第１区
間に記録されている人物Ａの音声が途切れないように（すなわち第２区間が途切れないよ
うに）最短の所望の区間を抽出することができる。
【００６９】
　図６は、第１区間、第２区間、及び第３区間の時間軸上の関係の第３例を表した図であ
る。この図は、抽出する人物としてユーザに指定された人物Ａの画像が含まれるフレーム
画像が連続する第１区間がフレームｆ３～ｆ８であって、この人物Ａの音声が記録されて
いる第２区間がフレームｆ４～ｆ１０であることを示している。
【００７０】
　この図に示す例において、ユーザに指定された人物Ａが記録されている第１区間を抽出
する場合、情報処理装置１００は、抽出する第３区間を、第１区間及び第２区間のそれぞ
れ全ての区間を合わせたフレームｆ３～ｆ１０の区間に決定する（抽出する区間を第１区
間から第３区間に変更する）。
【００７１】
　よって、第１区間の開始点（フレームｆ３）に対して第２区間の開始点（フレームｆ４
）の方が後ろであって、第１区間の終了点（フレームｆ８）に対して第２区間の終了点（
フレームｆ１０）の方が後ろである場合、情報処理装置１００は、第１区間を抽出する際
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に、第１区間及び第２区間のそれぞれ全ての区間を合わせた区間である第３区間（フレー
ムｆ３～ｆ１０）を抽出する。そのため、情報処理装置１００は、第１区間を抽出する際
に、第１区間に記録されている人物Ａの音声が途切れないように（すなわち第２区間が途
切れないように）最短の所望の区間を抽出することができる。
【００７２】
　図７は、第１区間、第２区間、及び第３区間の時間軸上の関係の第４例を表した図であ
る。この図は、抽出する人物としてユーザに指定された人物Ａの画像が含まれるフレーム
画像が連続する第１区間がフレームｆ３～ｆ８であって、この人物Ａの音声が記録されて
いる第２区間がフレームｆ２～ｆ７であることを示している。
【００７３】
　この図に示す例において、ユーザに指定された人物Ａが記録されている第１区間を抽出
する場合、情報処理装置１００は、抽出する第３区間を、第１区間及び第２区間のそれぞ
れ全ての区間を合わせたフレームｆ２～ｆ８の区間に決定する（抽出する区間を第１区間
から第３区間に変更する）。
【００７４】
　よって、第１区間の開始点（フレームｆ３）に対して第２区間の開始点（フレームｆ２
）の方が前であって、第１区間の終了点（フレームｆ８）に対して第２区間の終了点（フ
レームｆ７）の方が前である場合、情報処理装置１００は、第１区間を抽出する際に、第
１区間及び第２区間のそれぞれ全ての区間を合わせた区間である第３区間（フレームｆ２
～ｆ８）を抽出する。そのため、情報処理装置１００は、第１区間を抽出する際に、第１
区間に記録されている人物Ａの音声が途切れないように（すなわち第２区間が途切れない
ように）最短の所望の区間を抽出することができる。
【００７５】
　なお、図３～７を用いて、情報処理装置１００が、第１区間を抽出する際に、第１区間
及び第２区間のそれぞれ全ての区間を合わせた第３区間を抽出する処理について説明した
が、第２区間を抽出する際に、第１区間及び第２区間のそれぞれ全ての区間を合わせた第
３区間を抽出する処理としてもよい。例えば、動画から人物の音声が記録されている第２
区間を抽出する場合、抽出区間決定部３４は、抽出する第３区間を、第２区間、及び時間
軸上において第２区間に少なくとも一部が重なる第１区間のそれぞれ全ての区間を合わせ
た区間に決定してもよい。
【００７６】
（抽出処理の別の例）
　図８は、情報処理装置１００における抽出処理の別の一例を示すフローチャートである
。前述の図３では、第１区間で検出された人物と第２区間で検出された音声の人物とが同
一である場合に第３区間を抽出する処理の動作の一例を説明したが、この図８では、第１
区間で検出された人物と第２区間で検出された音声の人物とが関係がある場合に第３区間
を抽出する処理の動作の一例を説明する。なお、図８に示す処理は、図３に示すステップ
Ｓ１５の処理に代えて、ステップＳ１５ａの処理を実行することが異なり、この図８にお
いて、図３の各処理と対応する処理には同一の符号を付け、その説明を省略する。
【００７７】
　判定部３３は、人物特定部３１により第１区間において特定された人物と、話者特定部
３２により第２区間において特定された音声の話者である人物とが互いに関係があるか否
かを判定する（ステップＳ１５ａ）。
【００７８】
　ステップＳ１５ａにおいて、第１区間において特定された人物と、第２区間において特
定された音声の話者である人物とが互いに関係があると判定された場合、抽出区間決定部
３４は、抽出する区間を、第１区間及び第２区間のそれぞれ全ての区間を合わせた第３区
間に決定する（抽出する区間を第１区間から第３区間に変更する、ステップＳ１６）。そ
して処理部１０は、ステップＳ１８に処理を進める。
【００７９】
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　一方、ステップＳ１５ａにおいて、第１区間において特定された人物と、第２区間にお
いて特定された音声の話者である人物とが互いに関係がないと判定された場合、抽出区間
決定部３４は、抽出する区間を、第１区間に決定する（ステップＳ１７）。そして処理部
１０は、ステップＳ１８に処理を進める。
【００８０】
　このように、抽出区間決定部３４は、人物の画像が含まれるフレーム画像が続く第１区
間と、その人物と関係がある人物の音声が含まれる音が連続する第２区間とに基づいて、
動画から抽出する第３区間を、上述の第１区間及び第２区間のそれぞれ全ての区間を合わ
せた区間に決定する。そして、抽出部３５は、抽出区間決定部３４により決定された区間
を抽出する。
【００８１】
　例えば、情報処理装置１００は、ユーザに指定された人物が検出された記録されている
第１区間を抽出する際に、第１区間に記録されている人物と関係がある人物（第１区間に
おいて検出された人物と関係がある人物）の音声が途切れないように抽出する。すなわち
、情報処理装置１００は、第１区間と、時間軸上において第１区間に少なくとも一部が重
なる区間であって、第１区間に記録されている人物と関係がある人物（第１区間において
検出された人物と関係がある人物）の音声が記録されている区間である第２区間と、を合
わせた第３区間を抽出する。
【００８２】
　これにより、情報処理装置１００は、動画から、人物の画像が含まれるフレーム画像が
続く第１区間を抽出する際に、その人物と関係がある人物の音声が含まれる第２区間が途
切れないように適切に抽出することができる。
【００８３】
　図９は、第１区間、第２区間、及び第３区間の時間軸上の関係の第５例を表した図であ
り、図４に対して、第１区間で検出された人物Ａと第２区間で検出された音声の人物Ｂと
が互い関係がある人物である場合の例を示していることが異なる。また、この図９は、抽
出する人物としてユーザに指定された人物Ａの画像が含まれるフレーム画像が連続する第
１区間がフレームｆ３～ｆ８であって、この人物Ａと関係がある人物Ｂの音声が記録され
ている第２区間がフレームｆ２～ｆ１０であることを示している。
【００８４】
　この図に示す例において、ユーザに指定された人物Ａが記録されている第１区間を抽出
する場合、情報処理装置１００は、抽出する第３区間を、第１区間及び第２区間のそれぞ
れ全ての区間を合わせたフレームｆ２～ｆ１０の区間に決定する（抽出する区間を、第１
区間から第３区間に変更する）。
【００８５】
　よって、第１区間のフレーム画像に含まれる人物Ａと第２区間の音に含まれる音声の話
者である人物Ｂとが互いに関係がある場合、情報処理装置１００は、第１区間を抽出する
際に、第１区間及び第２区間のそれぞれ全ての区間を合わせた区間（すなわち、この例で
は第２区間）である第３区間（フレームｆ２～ｆ１０）を抽出する。そのため、情報処理
装置１００は、第１区間を抽出する際に、第１区間に記録されている人物Ａと関係がある
人物Ｂの音声が途切れないように（すなわち第２区間が途切れないように）最短の所望の
区間を抽出することができる。
【００８６】
　図１０は、第１区間、第２区間、及び第３区間の時間軸上の関係の第６例を表した図で
ある。また、図１０は、第１区間が人物Ａ又は人物Ａと関係がある人物Ｂが記録されてい
る区間であって、第２区間が人物Ａの音声又は人物Ｂの音声が記録されている区間である
場合の例を示している。
【００８７】
　この図において、抽出する人物としてユーザに指定された人物Ａの画像が含まれるフレ
ーム画像が連続する区間がフレームｆ３～ｆ５であって、人物Ａと関係がある人物Ｂの画
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像が含まれるフレーム画像が連続する第１区間がフレームｆ６～ｆ８である。ここで、情
報処理装置１００は、人物Ａ又は人物Ａと関係がある人物Ｂが記録されている区間である
フレームｆ３～ｆ８を、第１区間として検出する。
【００８８】
　また、人物Ａの音声が連続する区間がフレームｆ２～ｆ６であって、人物Ａと関係があ
る人物Ｂの画像が含まれるフレーム画像が連続する第１区間がフレームｆ７～ｆ１０であ
る。ここで、情報処理装置１００は、人物Ａの音声又は人物Ａと関係がある人物Ｂの音声
が記録されている区間であるフレームｆ２～ｆ１０を、第２区間として検出する。
【００８９】
　ユーザに指定された人物Ａ及び人物Ａと関係がある人物Ｂが記録されている第１区間を
抽出する場合、情報処理装置１００は、抽出する第３区間を、第１区間及び第２区間のそ
れぞれ全ての区間を合わせたフレームｆ２～ｆ１０の第３区間に決定する（抽出する区間
を第１区間から第３区間に変更する）。
【００９０】
　よって、第１区間のフレーム画像に含まれる人物Ａと人物Ｂとが互いに関係がある場合
、情報処理装置１００は、第１区間を抽出する際に、人物Ａ又は人物Ｂの画像を含む第１
区間、及び人物Ａの音声又は人物Ｂの音声を含む第２区間、のそれぞれ全ての区間を合わ
せた区間（すなわち、この例では第２区間）である第３区間（フレームｆ２～ｆ１０）を
抽出する。そのため、情報処理装置１００は、人物Ａ又は人物Ｂの画像を含む第１区間を
抽出する際に、第１区間に記録されている人物Ａの音声又は人物Ｂの音声が途切れないよ
うに（すなわち第２区間が途切れないように）最短の所望の区間を抽出することができる
。
【００９１】
（抽出した複数の区間を連結又は再生する処理）
　次に、抽出した複数の第３区間を連結する処理について説明する。情報処理装置１００
の連結部３６は、抽出部３５により抽出された複数の第３区間の画像及び音を、それぞれ
時系列の順に従って連結する。
【００９２】
　図１１は、情報処理装置１００における連結処理の第１例を説明する図である。この図
は、第１の第３区間（図１１（ａ）の第３区間（１））と第２の第３区間（図１１（ｂ）
の第３区間（２））との２つの第３区間を連結する処理を示している。
【００９３】
　図１１（ａ）に示す第１の第３区間は、人物Ａが記録されている第１の第１区間（第１
区間（１）：フレームｆ３～ｆ８）と、人物Ａの音声が記録されている第１の第２区間（
第２区間（１）：フレームｆ２～ｆ１０）とのそれぞれ全ての区間を合わせた区間（第３
区間（１）：フレームｆ２～ｆ１０）である。
【００９４】
　また、図１１（ｂ）に示す第２の第３区間は、人物Ｂ（人物Ａと関係がある人物Ｂ）が
記録されている第２の第１区間（第１区間（２）：フレームｆ２３～ｆ２８）と、人物Ｂ
の音声が記録されている第２の第２区間（第２区間（２）：フレームｆ２２～ｆ３０）と
のそれぞれ全ての区間を合わせた区間（第３区間（２）：フレームｆ２２～ｆ３０）であ
る。
【００９５】
　情報処理装置１００の連結部３６は、時系列の順に従って、第１の第３区間の最後のフ
レームｆ１０の画像及び音と、第２の第３区間の最初のフレームｆ２２の画像及び音とを
連結する。
【００９６】
　よって、連結部３６は、抽出部３５が抽出した複数の第３区間を時系列の順に従って連
結することができる。
【００９７】
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　次に、図１２を参照して、抽出した複数の第３区間を連結する処理の別の例について説
明する。図１２は、情報処理装置１００における連結処理の第２例を説明する図である。
【００９８】
　この図に示す処理は、図１１に示す処理と同様に第１の第３区間と第２の第３区間との
２つの第３区間を連結する処理を示しているが、連結する際に第１の第３区間及び第２の
第３区間のそれぞれ一部の区間を重ねて連結する点が図１１に示す処理と異なる。
【００９９】
　図１２（ａ）に示す第１の第３区間は、人物Ａが記録されている第１の第１区間（第１
区間（１）：フレームｆ３～ｆ８）と、人物Ａの音声が記録されている第１の第２区間（
第２区間（１）：フレームｆ２～ｆ１０）とのそれぞれ全ての区間を合わせた区間（第３
区間（１）：フレームｆ２～ｆ１０）である。ここで、第１の第３区間における最後のフ
レームｆ９～ｆ１０の区間（符号１０１参照）においては、第１の第２区間（第２区間（
１））が含まれ、且つ第１の第１区間（第１区間（１））が含まれていない。
【０１００】
　一方、図１２（ｂ）に示す第２の第３区間は、人物Ｂ（人物Ａと関係がある人物Ｂ）が
記録されている第２の第１区間（第１区間（２）：フレームｆ２３～ｆ２８）と、人物Ｂ
の音声が記録されている第２の第２区間（第２区間（２）：フレームｆ２５～ｆ３０）と
のそれぞれ全ての区間を合わせた区間（第３区間（２）：フレームｆ２３～ｆ３０）であ
る。ここで、第２の第３区間における最初のフレームｆ２３～ｆ２４の区間（符号１０２
参照）においては、第２の第１区間（第１区間（２））が含まれ、且つ第２の第２区間（
第２区間（２））が含まれていない。
【０１０１】
　このような場合、情報処理装置１００の連結部３６は、第１の第３区間における最後の
フレームｆ９～ｆ１０の区間と、第２の第３区間における最初のフレームｆ２３～ｆ２４
の区間と、を重ねて連結する。具体的には、図１２（ｃ）に示すように、第１の第３区間
における最後のフレームｆ９～ｆ１０の区間の音と、第２の第３区間における最初のフレ
ームｆ２３～ｆ２４の区間のフレーム画像と、を重ねて連結する。すなわち、第１の第３
区間における最後のフレームｆ９～ｆ１０と、第２の第３区間における最初のフレームｆ
２３～ｆ２４と、が重ねて連結された区間（符号１０３参照）は、フレーム画像が第２の
第３区間のフレームｆ２３～ｆ２４の画像であって、音が第１の第３区間のフレームｆ９
～ｆ１０の区間の音である。
【０１０２】
　このように、連結部３６は、複数の第３区間のうちの第１の第３区間、及び時系列の順
に従った第１の第３区間の次の第２の第３区間を連結する場合、第１の第３区間内におけ
る最後の所定の区間と、第２の第３区間内における最初の所定の区間とを重ねて連結する
。
【０１０３】
　例えば、図１２に示すように、第１の第３区間には、第１の第１区間及び第１の第２区
間が含まれており、この第１の第３区間における最後の所定の区間において、第１の第２
区間が含まれ、且つ第１の第１区間が含まれていないとする。また、第２の第３区間には
、第２の第１区間及び第２の第２区間を含まれており、この第２の第３区間における最初
の所定の区間において、第２の第１区間が含まれ、且つ第２の第２区間が含まれていない
とする。このような場合、連結部３６は、第１の第３区間における最後の所定の区間内の
第１の第２区間と、第２の第３区間における最初の所定の区間内の第２の第１区間とのそ
れぞれ少なくとも一部を重ねて連結する。
【０１０４】
　なお、以下のようにしてもよい。
　例えば、第１の第３区間には、第１の第１区間及び第１の第２区間が含まれており、こ
の第１の第３区間における最後の所定の区間において、第１の第１区間が含まれ、且つ第
１の第２区間が含まれていないとする。また、第２の第３区間には、第２の第１区間及び
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第２の第２区間を含まれており、この第２の第３区間における最初の所定の区間において
、第２の第２区間が含まれ、且つ第２の第１区間が含まれていないとする。このような場
合、連結部３６は、第１の第３区間における最後の所定の区間内の第１の第１区間と、第
２の第３区間における最初の所定の区間内の第２の第２区間とのそれぞれ少なくとも一部
を重ねて連結する。
【０１０５】
　これにより、連結部３６は、抽出部３５が抽出した複数の第３区間を時系列の順に従っ
て連結する際に、複数の第３区間における最初の所定の区間又は最後の所定の区間に不要
な画像又は音が含まれている場合には、有用な画像又は有用な音声を用いて、第１区間と
第２区間とを重ねて（オーバーラップさせて）連結することができる。よって、情報処理
装置１００は、有用な画像又は音声が途切れることなく、且つ不要な画像又は音を極力抽
出しないように動画を抽出することができる。
【０１０６】
　なお、図１２では、第１の第３区間における最後のフレームｆ９～ｆ１０の区間（符号
１０１参照）と、第２の第３区間における最初のフレームｆ２３～ｆ２４の区間（符号１
０２参照）と、のそれぞれの区間の長さが同じ場合を例としているが、これらの区間の長
さは互いに異なっていてもよい。すなわち、これらの区間の長さが互いに異なっていたと
しても、連結部３６は、第１の第３区間における最後の所定の区間内の第１の第１区間と
、第２の第３区間における最初の所定の区間内の第２の第２区間とのそれぞれ少なくとも
一部を重ねて連結してもよい。
【０１０７】
　また、連結部３６は、連結後の第３区間のフレーム画像と音とを、１つの動画ファイル
（ダイジェスト動画ファイル）として生成する。また、再生部３７は、複数の第３区間を
時系列の順に従って連結した動画ファイルを生成し、その生成した動画ファイルを再生（
ダイジェスト動画再生）する。
【０１０８】
　これにより、情報処理装置１００は、動画から抽出した複数の第３区間のフレーム画像
と音とを、時系列の順に従って連結した１つの動画ファイル（ダイジェスト動画ファイル
）として生成することができる。また、情報処理装置１００は、動画から抽出した複数の
第３区間のフレーム画像と音とを、時系列の順に従って再生（ダイジェスト動画再生）す
ることができる。よって、情報処理装置１００は、動画から所望の区間の動画を適切に抽
出して再生することができる。
【０１０９】
　なお、再生部３７は、複数の第３区間を時系列の順に従って連結した動画ファイルを生
成しないで、単に、複数の第３区間の画像及び音を時系列の順に従って続けて再生しても
よい。
【０１１０】
　また、再生部３７は、複数の第３区間のうちの第１の第３区間、及び時系列の順に従っ
た第１の第３区間の次の第２の第３区間を再生する場合、第１の第３区間内における最後
の所定の区間と、第２の第３区間内における最初の所定の区間とを重ねて再生してもよい
。
【０１１１】
　例えば、図１２に示すように、第１の第３区間には、第１の第１区間及び第１の第２区
間が含まれており、この第１の第３区間における最後の所定の区間において、第１の第２
区間が含まれ、且つ第１の第１区間が含まれていないとする。また、第２の第３区間には
、第２の第１区間及び第２の第２区間を含まれており、この第２の第３区間における最初
の所定の区間において、第２の第１区間が含まれ、且つ第２の第２区間が含まれていない
とする。このような場合、再生部３７は、第１の第３区間における最後の所定の区間内の
第１の第２区間と、第２の第３区間における最初の所定の区間内の第２の第１区間とのそ
れぞれ少なくとも一部を重ねて再生してもよい。
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【０１１２】
　また、以下のようにしてもよい。
　例えば、第１の第３区間には、第１の第１区間及び第１の第２区間が含まれており、こ
の第１の第３区間における最後の所定の区間において、第１の第１区間が含まれ、且つ第
１の第２区間が含まれていないとする。また、第２の第３区間には、第２の第１区間及び
第２の第２区間を含まれており、この第２の第３区間における最初の所定の区間において
、第２の第２区間が含まれ、且つ第２の第１区間が含まれていないとする。このような場
合、再生部３７は、第１の第３区間における最後の所定の区間内の第１の第１区間と、第
２の第３区間における最初の所定の区間内の第２の第２区間とのそれぞれ少なくとも一部
を重ねて再生してもよい。
【０１１３】
　以上、説明してきたように、第１実施形態の情報処理装置１００は、動画から所望の区
間の動画を適切に抽出することができる。
【０１１４】
＜第２実施形態＞
　次に、第２実施形態について説明する。第２実施形態は、本発明の情報処理装置を含む
撮像装置の態様である。
（撮像装置の構成）
　図１３は、本発明の第２実施形態による撮像装置５００の構成の一例を示す概略ブロッ
ク図である。この図１３を参照して、本実施形態の撮像装置５００の構成について説明す
る。なお、撮像装置５００は、図２を用いて説明した情報処理装置１００が備える各構成
を含んでおり、その対応する構成には同一の符号をつけておりその説明を省略する。
【０１１５】
　図１３に示す撮像装置５００は、検出部２、情報処理部３、メモリ部４、バッファメモ
リ部５、撮像部６、制御部７、操作部８、記憶媒体制御部９、表示制御部３８、音出力制
御部３９、表示部１１、音出力部１２、及びバス１５を備えている。
【０１１６】
　ここで、図１３に示す検出部２、情報処理部３、メモリ部４、バッファメモリ部５、操
作部８、表示制御部３８、及び音出力制御部３９を含む構成が、図２の情報処理装置１０
０と対応した構成である。なお、情報処理部３は、図２の人物特定部３１、話者特定部３
２、判定部３３、抽出区間決定部３４、抽出部３５、連結部３６、及び再生部３７を含ん
で構成されている。また、表示部１１は図２の表示装置２００と対応し、音出力部１２は
図２のスピーカ３００と対応する。
【０１１７】
　記憶媒体制御部９は、取り外しが可能な記憶媒体６００（カードメモリ等）と接続され
、この記憶媒体６００への情報の書込み、読み出し、あるいは消去を行う。記憶媒体６０
０は、撮像装置５００に対して着脱可能に接続されるメモリであって、例えば、撮像部６
によって撮影された画像、又は情報処理部３によって画像処理が実行された画像などを記
憶する。この記憶媒体６００は、図２の記憶装置４００と対応する。なお、撮像装置５０
０の構成において、記憶媒体６００に代えて、通信網を介して接続可能な記憶装置（例え
ば記憶装置４００）としてもよい。
【０１１８】
　なお、撮像装置５００が備える図２の情報処理装置１００と対応した各部は、第１実施
形態において説明した処理に加えて、撮像装置５００において必要な処理を実行する。例
えば、情報処理部３は、撮像装置５００が撮像した画像に対して、ホワイトバランス調整
、シャープネス調整、ガンマ補正、階調調整などの画像処理を実行するとともに、ＪＰＥ
Ｇ（Joint Photographic Experts Group）などの画像圧縮処理を実行する。メモリ部４は
、例えば、撮影に関するシーン判定条件や撮影条件、各種の撮影モードの設定条件等、撮
像装置５００を制御するための制御条件を記憶する。バッファメモリ部５は、撮像部６に
よって撮像された画像、記憶媒体６００から読み出された画像、情報処理部３による画像
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処理の過程で生成された画像等を、一時的に記憶する。操作部８は、例えば、電源スイッ
チ、シャッターボタン、動作モードを選択するモードダイヤル、などを備えており、ユー
ザによって操作された操作入力を検出し、検出した操作内容を示す操作信号を制御部７又
は情報処理部３に出力する。
【０１１９】
　撮像部６は、レンズ部６１、撮像素子６２、及びＡ／Ｄ変換部６３を備えており、動画
（動画像）または静止画（静止画像）等を撮像する。この撮像部６は、設定された撮像条
件（例えば絞り値、露出等）に基づいて制御部７により制御され、レンズ部６１を介して
入力された光束を、撮像素子６２の撮像面上に結像させる。撮像素子６２は、撮像面に結
像された光束を光電変換したアナログ信号を、Ａ／Ｄ変換部６３に出力する。Ａ／Ｄ変換
部６３は、撮像素子６２から入力されたアナログ信号をデジタル信号に変換し、この変換
したデジタル信号を出力する。なお、上述したレンズ部６１は、撮像装置５００と一体化
されている構成としてもよいし、撮像装置５００に着脱可能に取り付けられている構成と
してもよい。
【０１２０】
　例えば、撮像部６は、操作部８のシャッターボタンが操作されることに応じて、静止画
の撮像処理、又は動画の撮像処理を実行し、撮像した画像を出力する。そして、撮像部６
によって撮像された静止画又は動画は、制御部７の制御により、バッファメモリ部５や情
報処理部３を介して記憶媒体６００に記録される。
【０１２１】
　制御部７は、撮像装置５００が備えている各部を制御する。例えば、制御部７は、操作
部８から受け取る操作信号、又はメモリ部４に記憶されている制御条件等に基づいて、撮
像装置５００が備えている各部を制御する。
【０１２２】
　バス１５は、検出部２、情報処理部３、メモリ部４、バッファメモリ部５、撮像部６、
制御部７、操作部８、記憶媒体制御部９、表示制御部３８、及び音出力制御部３９と接続
され、各部から出力された画像信号、音信号、制御信号、等を転送する。
【０１２３】
　以上、図１３を用いて説明した撮像装置５００の構成においては、第１実施形態の情報
処理装置１００に対応する構成を有しており、第１実施形態において説明した動画の抽出
処理と同様の処理が可能である。
【０１２４】
　例えば、撮像装置５００は撮像して記憶媒体６００に記憶させた動画（フレーム画像及
び音から）から特定の動画の区間を抽出する際の抽出区間を、前述した第１区間と第２区
間とに基づいて、第３区間に決定することができる。また、撮像装置５００は、複数の第
３区間のフレーム画像及び音を、時系列の順に従って連結して１つの動画ファイル（ダイ
ジェスト動画ファイル）として生成することができる。また、撮像装置５００は、複数の
第３区間のフレーム画像及び音を時系列の順に従って再生（ダイジェスト動画再生）する
ことができる。
【０１２５】
　これにより、第２実施形態の撮像装置５００は、動画から所望の区間の動画を適切に抽
出することができる。
【０１２６】
　なお、上記第１実施形態（又は第２実施形態）では、情報処理装置１００（又は撮像装
置５００）が、人物が検出されたフレーム画像が時系列に続く区間を第１区間として検出
する例、及び、人物の音声が検出された音が時系列に続く区間を第２区間として検出する
例を説明したが、これに限られるものではく、情報処理装置１００（又は撮像装置５００
）は、人物及び人物の音声以外の画像の特徴及び音の特徴に基づいて第１区間及び第２区
間を検出してもよい。例えば、情報処理装置１００（又は撮像装置５００）は、画像の特
徴（第１の特徴）及び音の特徴（第２の特徴）として、動物及び動物の鳴き声、楽団及び



(20) JP 2013-183280 A 2013.9.12

10

20

30

40

50

楽団の演奏音等、に基づいて、第１区間及び第２区間を検出してもよい。
【０１２７】
　また、上記実施形態の第１区間又は第２区間は、人物が続く区間又は音声が続く区間と
完全に一致していなくてもよい。例えば、第１区間又は第２区間は、人物が続く区間又は
音声が続く区間と数フレーム分の違いがあってもよく、その場合であっても同様の効果を
奏する。また、上記実施形態の第３区間も同様に、第１区間と第２区間とを合わせた区間
と完全に一致していなくてもよい。
【０１２８】
　また、上記実施形態では、抽出区間決定部３４が、第１区間、及び時間軸上において第
１区間に少なくとも一部が重なる第２区間のそれぞれ全ての区間を合わせた区間を第３区
間として抽出する例を説明したが、これに限られものではない。例えば、抽出区間決定部
３４は、第１区間、及び時間軸上において第１区間に少なくとも一部が重ならない第２区
間のそれぞれを第３区間として抽出してもよい。具体的には、抽出区間決定部３４は、例
えば、第１区間と第２区間とが互いに時間軸上において少なくとも一部が重なるか否かに
かかわらず、人物が検出されたフレーム画像が時系列に続く第１区間と、人物の音声が検
出された音が時系列に続く第２区間とのそれぞれを第３区間として抽出してもよい。
【０１２９】
　また、再生部３７は、動画を再生する場合、画像又は音声にフェードイン又はフェード
アウト処理を実行してもよい。例えば、再生部３７は、第３区間の動画を再生する場合、
画像又は音声をフェードインさせて再生を開始し、画像又は音声をフェードアウトさせて
再生を終了してもよい。また、再生部３７は、複数の第３区間の動画を時系列の順に従っ
て続けて再生する場合、複数の第３区間それぞれの画像又は音声をフェードインさせて再
生を開始し、フェードアウトさせて再生を終了してもよい。また、再生部３７は、複数の
第３区間のうちの第１の第３区間における最後の所定の区間と、時系列の順に従った第１
の第３区間の次の第２の第３区間における最初の所定の区間とを重ねて再生する場合、そ
の重ねて再生する画像又は音にフェードイン又はフェードアウト処理を実行してもよい。
【０１３０】
　また、上記実施形態では、情報処理装置１００（第１実施形態）と、撮像装置５００（
第２実施形態）との例をそれぞれ説明したが、これに限られるものではなく、その他の電
子機器に本発明の情報処理装置を適用することができる。この電子機器とは、例えば、表
示装置、パーソナルコンピュータ、タブレット型端末、ゲーム機等、様々な電子機器であ
ってもよい。
【０１３１】
　なお、上述の処理部１０は専用のハードウェアにより実現されるものであってもよく、
また、メモリ及びＣＰＵ（中央演算装置）により構成され、上述の処理部１０の機能を実
現するためのプログラムをメモリにロードして実行することによりその機能を実現させる
ものであってもよい。
【０１３２】
　また、上述の処理部１０の機能を実現するためのプログラムをコンピュータ読み取り可
能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコンピュータシステム
に読み込ませ、実行することにより上述の処理部１０の処理を行ってもよい。なお、ここ
でいう「コンピュータシステム」とは、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとす
る。
【０１３３】
　また、「コンピュータシステム」は、ＷＷＷシステムを利用している場合であれば、ホ
ームページ提供環境（あるいは表示環境）も含むものとする。
　また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気
ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハー
ドディスク等の記憶装置のことをいう。さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」
とは、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送



(21) JP 2013-183280 A 2013.9.12

10

信する場合の通信線のように、短時間の間、動的にプログラムを保持するもの、その場合
のサーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮発性メモリのように、一定
時間プログラムを保持しているものも含むものとする。また上記プログラムは、前述した
機能の一部を実現するためのものであってもよく、さらに前述した機能をコンピュータシ
ステムにすでに記録されているプログラムとの組み合わせで実現できるものであってもよ
い。
【０１３４】
　以上、この発明の実施形態を図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこの実施
形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も含まれる。
【符号の説明】
【０１３５】
　２　検出部、４　メモリ部、２１　人物検出部、２２　音声検出部、２３　画像区間検
出部、２４　音区間検出部、３１　人物特定、３２　話者特定部、３３　判定部、　３４
抽出区間決定部、３５　抽出部、３６　連結部、３７　再生部、３８　表示制御部、３９
　音出力制御部、１００　情報処理装置、５００　撮像処理装置

【図１】 【図２】
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